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○　

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
） 

改　
　
　
　

正　
　
　
　

案

現　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

 
 

（
受
検
資
格
）

（
受
検
資
格
）

第
八
条
の
四　

法
第
五
条
の
四
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
業
務
は
、
次
の
と
お

第
八
条
の
四　

法
第
五
条
の
四
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
業
務
は
、
次
の
と
お

 
 

り
と
す
る
。

り
と
す
る
。

 
 

一　

（
略
）

一　

（
略
）

二　

法
第
六
条
第
四
項
若
し
く
は
法
第
十
八
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
に

二　

法
第
六
条
第
四
項
若
し
く
は
法
第
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
審
査
又

規
定
す
る
審
査
又
は
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
た
め

は
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
た
め
の
審
査
の
業
務
（

の
審
査
の
業
務
（
法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
か

法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
審
査
の

 
 

ど
う
か
の
審
査
の
業
務
を
含
む
も
の
に
限
る
。
）

業
務
を
含
む
も
の
に
限
る
。
）

三　

（
略
）

三　

（
略
）

（
確
認
審
査
が
比
較
的
容
易
に
で
き
る
特
定
構
造
計
算
基
準
及
び
特
定
増
改

（
確
認
審
査
が
比
較
的
容
易
に
で
き
る
特
定
構
造
計
算
基
準
及
び
特
定
増
改

 
 

築
構
造
計
算
基
準
）

築
構
造
計
算
基
準
）

第
九
条
の
三　

法
第
六
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
特
定
構
造

第
九
条
の
三　

法
第
六
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
特
定
構
造

計
算
基
準
及
び
特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準
並
び
に
法
第
十
八
条
第
五
項
た

計
算
基
準
及
び
特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準
並
び
に
法
第
十
八
条
第
四
項
た

だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
特
定
構
造
計
算
基
準
及
び
特
定
増
改
築
構
造
計
算

だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
特
定
構
造
計
算
基
準
及
び
特
定
増
改
築
構
造
計
算

基
準
は
、
第
八
十
一
条
第
二
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
構
造
計
算
で
、
法
第
二

基
準
は
、
第
八
十
一
条
第
二
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
構
造
計
算
で
、
法
第
二

十
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確
か
め
ら

十
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確
か
め
ら

れ
る
安
全
性
を
有
す
る
こ
と
と
す
る
。

れ
る
安
全
性
を
有
す
る
こ
と
と
す
る
。

 
 

（
市
町
村
の
建
築
主
事
等
の
特
例
）

（
市
町
村
の
建
築
主
事
等
の
特
例
）

 
 

第
百
四
十
八
条　

（
略
）

第
百
四
十
八
条　

（
略
）

 
 

２　

（
略
）

２　

（
略
）

３　

法
第
九
十
七
条
の
二
第
五
項
の
政
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
に
掲
げ
る
事

３　

法
第
九
十
七
条
の
二
第
五
項
の
政
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
に
掲
げ
る
事

務
（
建
築
審
査
会
が
置
か
れ
て
い
な
い
市
町
村
の
長
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号

務
（
建
築
審
査
会
が
置
か
れ
て
い
な
い
市
町
村
の
長
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号

 
 

及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
務
）
と
す
る
。

及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
務
）
と
す
る
。
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一　

法
第
六
条
の
二
第
六
項
及
び
第
七
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
八
十
八

一　

法
第
六
条
の
二
第
六
項
及
び
第
七
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
八
十
八

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
七
条
の
二
第
七

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
七
条
の
二
第
七

項
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法

項
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法

第
七
条
の
四
第
七
項
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

第
七
条
の
四
第
七
項
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
、
法
第
九
条
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に

を
含
む
。
）
、
法
第
九
条
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に

法
第
九
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
九
条

法
第
九
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
九
条

の
二
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
法
第
九
十
条
第
三
項

の
二
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
法
第
九
十
条
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
九
条
の
三
（
法
第
八
十
八

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
九
条
の
三
（
法
第
八
十
八

条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
法
第
九
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
法
第
九
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
九
条
の
四
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三

場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
九
条
の
四
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
十
条
（
法
第
八
十
八
条

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
十
条
（
法
第
八
十
八
条

第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
十
一

第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
十
一

条
第
一
項
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

条
第
一
項
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
、
法
第
十
二
条
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に

合
を
含
む
。
）
、
法
第
十
二
条
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
十
八
条
第
十
九
項
（
法
第
八

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
十
八
条
第
二
十
五
項
（
法
第

十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
十
八
条
第

八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
法
第
九
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準

四
十
一
項
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
法
第
九
十
条
第

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
四
十
三
条
第
二
項
第
一
号
、
法
第
八
十

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
四
十
三
条
第
二
項
第

五
条
第
三
項
、
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
（
同
条
第
五
項
の
規
定
に

一
号
、
法
第
八
十
五
条
第
三
項
、
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
（
同
条

よ
り
許
可
の
期
間
を
延
長
す
る
場
合
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
法
第
八

第
五
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
の
期
間
を
延
長
す
る
場
合
に
係
る
部
分
に
限

十
六
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
八
項
（
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規

る
。
）
、
法
第
八
十
六
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
八
項
（
同
条
第
一
項

定
に
よ
る
認
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
法
第
八
十
六
条
の
二
第
一
項

又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
法
第
八
十

及
び
第
六
項
（
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。

六
条
の
二
第
一
項
及
び
第
六
項
（
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
に
係

）
、
法
第
八
十
六
条
の
五
第
二
項
及
び
第
四
項
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に

る
部
分
に
限
る
。
）
、
法
第
八
十
六
条
の
五
第
二
項
及
び
第
四
項
（
同
条

よ
る
認
定
の
取
消
し
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
法
第
八
十
六
条
の
六
、

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
取
消
し
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
法
第

法
第
八
十
六
条
の
八
（
第
二
項
を
除
き
、
法
第
八
十
七
条
の
二
第
二
項
に

八
十
六
条
の
六
、
法
第
八
十
六
条
の
八
（
第
二
項
を
除
き
、
法
第
八
十
七

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
八
十
七
条
の
二
第
一
項
、
法

条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
八
十
七
条

第
八
十
七
条
の
三
第
三
項
、
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
（
同
条
第
五

の
二
第
一
項
、
法
第
八
十
七
条
の
三
第
三
項
、
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第

項
の
規
定
に
よ
り
許
可
の
期
間
を
延
長
す
る
場
合
に
係
る
部
分
に
限
る
。

八
項
（
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
の
期
間
を
延
長
す
る
場
合
に
係

）
並
び
に
法
第
九
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
た
る
特
定
行

る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
法
第
九
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
都
道
府
県

政
庁
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
う
ち
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
又
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知
事
た
る
特
定
行
政
庁
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
う
ち
、
第
一
項
各
号
に

は
工
作
物
に
係
る
事
務

 
 

掲
げ
る
建
築
物
又
は
工
作
物
に
係
る
事
務

 
 

二
～
四　

（
略
）

二
～
四　

（
略
）

４
・
５　

（
略
）

４
・
５　

（
略
）
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○　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
） 

改　
　
　
　

正　
　
　
　

案

現　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

 
 

（
特
別
区
に
係
る
建
築
基
準
法
の
適
用
の
特
例
）

（
特
別
区
に
係
る
建
築
基
準
法
の
適
用
の
特
例
）

第
二
百
十
条
の
十
七　

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第

第
二
百
十
条
の
十
七　

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第

九
十
七
条
の
三
第
一
項
及
び
第
四
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
法
第
十
二
条

九
十
七
条
の
三
第
一
項
及
び
第
四
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
法
第
十
二
条

第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
十
四
条
、
第
十
六
条
、
第
十
八
条
第
一

第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
十
四
条
、
第
十
六
条
、
第
十
八
条
第
一

項
、
第
二
項
及
び
第
四
十
一
項
、
第
七
十
条
第
四
項
、
第
七
十
二
条
第
二
項

項
、
第
二
項
及
び
第
二
十
五
項
、
第
七
十
条
第
四
項
、
第
七
十
二
条
第
二
項

、
第
七
十
三
条
第
二
項
並
び
に
第
七
十
八
条
第
一
項
中
「
建
築
主
事
を
置
く

、
第
七
十
三
条
第
二
項
並
び
に
第
七
十
八
条
第
一
項
中
「
建
築
主
事
を
置
く

市
町
村
」
と
あ
る
の
は
、
「
特
別
区
」
と
す
る
。

市
町
村
」
と
あ
る
の
は
、
「
特
別
区
」
と
す
る
。
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○　

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
三
条
関
係
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
） 

改　
　
　
　

正　
　
　
　

案

現　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

（
既
成
市
街
地
等
内
に
あ
る
土
地
等
の
中
高
層
耐
火
建
築
物
等
の
建
設
の
た

（
既
成
市
街
地
等
内
に
あ
る
土
地
等
の
中
高
層
耐
火
建
築
物
等
の
建
設
の
た

 
 

め
の
買
換
え
及
び
交
換
の
場
合
の
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例
）

め
の
買
換
え
及
び
交
換
の
場
合
の
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例
）

 
 

第
二
十
五
条
の
四　

（
略
）

第
二
十
五
条
の
四　

（
略
）

 
 

２
～

　

（
略
）

２
～

　

（
略
）

19

19

　

法
第
三
十
七
条
の
五
第
六
項
の
規
定
は
、
同
項
に
規
定
す
る
資
産
の
譲
渡

　

法
第
三
十
七
条
の
五
第
六
項
の
規
定
は
、
同
項
に
規
定
す
る
資
産
の
譲
渡

20

20

が
同
条
第
一
項
の
表
の
第
一
号
の
上
欄
に
規
定
す
る
中
高
層
耐
火
建
築
物
の

が
同
条
第
一
項
の
表
の
第
一
号
の
上
欄
に
規
定
す
る
中
高
層
耐
火
建
築
物
の

建
築
に
係
る
建
築
基
準
法
第
六
条
第
四
項
又
は
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定

建
築
に
係
る
建
築
基
準
法
第
六
条
第
四
項
又
は
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
確
認
済
証
の
交
付
（
同
法
第
十
八
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に

に
よ
る
確
認
済
証
の
交
付
（
同
法
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
済

よ
る
確
認
済
証
の
交
付
を
含
む
。
）
の
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
同
日
以
後
六

証
の
交
付
を
含
む
。
）
の
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
同
日
以
後
六
月
を
経
過
す

月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
場
合
で
当
該
資
産
の
譲
渡
の
一
部

る
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
場
合
で
当
該
資
産
の
譲
渡
の
一
部
に
つ
き
法
第

に
つ
き
法
第
三
十
七
条
の
五
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

三
十
七
条
の
五
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

 
 

合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
と
き
に
限
り
、
適
用
す
る
。

）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
と
き
に
限
り
、
適
用
す
る
。

　

（
略
）

　

（
略
）

21

21
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○　

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
二
十
九
号
）
（
抄
）
（
第
四
条
関
係
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
） 

改　
　
　
　

正　
　
　
　

案

現　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

 
 

（
耐
震
不
明
建
築
物
の
要
件
）

（
耐
震
不
明
建
築
物
の
要
件
）

第
三
条　

法
第
五
条
第
三
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
そ
の
地
震
に
対
す
る
安

第
三
条　

法
第
五
条
第
三
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
そ
の
地
震
に
対
す
る
安

全
性
が
明
ら
か
で
な
い
建
築
物
は
、
昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一
日
以
前
に

全
性
が
明
ら
か
で
な
い
建
築
物
は
、
昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一
日
以
前
に

新
築
の
工
事
に
着
手
し
た
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
年
六
月
一
日
以
後
に

新
築
の
工
事
に
着
手
し
た
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
年
六
月
一
日
以
後
に

増
築
、
改
築
、
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
の
工
事
（
次
に
掲
げ

増
築
、
改
築
、
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
の
工
事
（
次
に
掲
げ

る
も
の
を
除
く
。
）
に
着
手
し
、
建
築
基
準
法
第
七
条
第
五
項
、
第
七
条
の

る
も
の
を
除
く
。
）
に
着
手
し
、
建
築
基
準
法
第
七
条
第
五
項
、
第
七
条
の

二
第
五
項
又
は
第
十
八
条
第
二
十
二
項
若
し
く
は
第
二
十
六
項
の
規
定
に
よ

二
第
五
項
又
は
第
十
八
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証
の
交
付
（
以

る
検
査
済
証
の
交
付
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
検
査
済
証
の
交
付
」

下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
検
査
済
証
の
交
付
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
も

と
い
う
。
）
を
受
け
た
も
の
（
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
三
十
七
条
の
十
四

の
（
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
三
十
七
条
の
十
四
第
一
号
に
定
め
る
建
築
物

第
一
号
に
定
め
る
建
築
物
の
部
分
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
独
立
部
分
」

の
部
分
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
独
立
部
分
」
と
い
う
。
）
が
二
以
上
あ

と
い
う
。
）
が
二
以
上
あ
る
建
築
物
に
あ
っ
て
は
、
当
該
二
以
上
の
独
立
部

る
建
築
物
に
あ
っ
て
は
、
当
該
二
以
上
の
独
立
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
同
日

分
の
全
部
に
つ
い
て
同
日
以
後
に
こ
れ
ら
の
工
事
に
着
手
し
、
検
査
済
証
の

以
後
に
こ
れ
ら
の
工
事
に
着
手
し
、
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
た
も
の
に
限

 
 

交
付
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。
）
を
除
く
。

る
。
）
を
除
く
。

一
～
三　

（
略
）

一
～
三　

（
略
）



- 7 -

○　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備

等
に
関
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
百
七
十
二
号
）
（
抄
）
（
第
五
条
関
係
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
） 

改　
　
　
　

正　
　
　
　

案

現　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

 
 

（
建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

（
建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
の

第
二
条　

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
の

 
 

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
の
三
中
「
第
六
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
六
条
の
三
第

第
九
条
の
三
中
「
第
六
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
六
条
の
三
第

一
項
第
一
号
」
に
、
「
第
十
八
条
第
五
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
八
条
第
五

一
項
第
一
号
」
に
、
「
第
十
八
条
第
四
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
八
条
第
四

項
第
一
号
」
に
改
め
る
。 

項
第
一
号
」
に
改
め
る
。 

 
 

（
略
）

（
略
）

第
百
四
十
八
条
第
三
項
第
一
号
中
「
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
、
「
第
七
条
の

第
百
四
十
八
条
第
三
項
第
一
号
中
「
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
、
「
第
七
条
の

二
第
七
項
（
」
及
び
「
第
七
条
の
四
第
七
項
（
」
の
下
に
「
法
第
八
十
七
条

二
第
七
項
（
」
及
び
「
第
七
条
の
四
第
七
項
（
」
の
下
に
「
法
第
八
十
七
条

の
四
及
び
」
を
加
え
、
「
法
第
九
条
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項

の
四
及
び
」
を
加
え
、
「
法
第
九
条
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項

並
び
に
法
第
九
十
条
第
三
項
」
を
「
法
第
七
条
の
六
第
一
項
第
一
号
及
び
第

並
び
に
法
第
九
十
条
第
三
項
」
を
「
法
第
七
条
の
六
第
一
項
第
一
号
及
び
第

四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
、
法
第
九
条
第
一
項
及
び
第
十
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
八
十

含
む
。
）
、
法
第
九
条
第
一
項
及
び
第
十
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
八
十

八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
法
第
九
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
法
第
九
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
九
条
第
二
項
か
ら
第
九
項
ま
で
、
第
十
一
項
、
第

場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
九
条
第
二
項
か
ら
第
九
項
ま
で
、
第
十
一
項
、
第

十
二
項
及
び
第
十
五
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第

十
二
項
及
び
第
十
五
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第

三
項
、
法
第
九
十
条
第
三
項
並
び
に
法
第
九
十
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準

三
項
、
法
第
九
十
条
第
三
項
並
び
に
法
第
九
十
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
九
条
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
（
こ
れ
ら

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
九
条
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
法
第
九
十
条
の
二
第

の
規
定
を
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
法
第
九
十
条
の
二
第

二
項
」
に
、
「
第
十
八
条
第
十
九
項
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
十

二
項
」
に
、
「
法
第
十
八
条
第
二
十
五
項
」
を
「
法
第
十
八
条
第
二
十
四
項

八
条
第
十
九
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
及
び
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い

第
一
号
（
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
十
八
条
第
三
十
八
項
第
一
号
及
び
第

第
二
十
五
項
」
に
、
「
法
第
八
十
六
条
の
八
（
第
二
項
を
除
き
、
」
を
「
法

四
十
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
八
十
七
条
の
四
」
に
、
「
法
第
八
十
六
条

第
八
十
六
条
の
八
第
一
項
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規

の
八
（
第
二
項
を
除
き
、
」
を
「
法
第
八
十
六
条
の
八
第
一
項
、
同
条
第
三

定
を
」
に
、
「
並
び
に
法
第
九
十
三
条
の
二
」
を
「
、
法
第
九
十
条
の
二
第



- 8 -

項
か
ら
第
六
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
に
、
「
並
び
に
法
第
九
十
三
条

一
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に

 
の
二
」
を
「
、
法
第
九
十
条
の
二
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て

法
第
九
十
三
条
の
二
」
に
改
め
る
。

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
法
第
九
十
三
条
の
二
」
に
改
め
る
。
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